
1.　はじめに 

　一部の外来生物による地域の在来生物への影響

は，開発などの人間活動による直接的な負の影響，

里山の利用の放棄など伝統的な人間活動の縮小がも

たらす影響とならんで， 生物多様性に危機をもた

らす３つの大きな要因のひとつとされている１）．こ

の外来生物による生態系への被害， および人身や

農林水産業への被害を防ぐことを主な目的として，

2004 年，「特 定 外 来 生 物 に よ る 生 態 系 等 に 係 る 被

害の防止に関する法律」（「外来生物法」 と略称さ

れる）が制定された２）， ３）．この法律にもとづいて，

生態系や人身，農林水産業への影響が特に大きい外

来生物が「特定外来生物」に指定されており，飼養・

栽培・保管・運搬・輸入などの取り扱いが規制され

るとともに，その防除などがおこなわれている．

　長野県ではこれまでに少なくとも 15 種の特定外

来生物が野外で確認されている３）．昆虫類でこれに

該 当 す る の は セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ (Bombus 
terrestris ) で あ る． 本 種 は， そ の 生 態 的 特 性 か ら，

長野県の野外で分布を広げた場合に特に大きな影響

をおよぼすおそれがある３）．

　セイヨウオオマルハナバチは，トマトなどの施設

栽培でもちいられる送粉昆虫として，その利用技術

が 1980 年代後半に原産地のヨーロッパで確立され４），

1992 年以降本格的に日本に輸入されるようになっ

た．その有用性から利用は年々増えて，2004 年の

時点では国内で約 7 万の巣箱が流通するまでに至っ

た５）．

　しかし一方でセイヨウオオマルハナバチの利用

は，それが野外に逸出して野生化し，分布を広げた

場合に，在来のハナバチ類やそれらが訪花する植物

の生態にさまざまな悪影響をおよぼすおそれがある

と指摘されてきた４）， ６） ～ ８）．それらは次の４つに大

別することができる． すなわち，(1) 営巣場所や花

などの資源をめぐる在来のハナバチ類との競合，(2)

在来の近縁なマルハナバチと交尾することによる繁

殖の撹乱，(3) 在来種が抵抗性をもたない外来の寄

生生物や病原体のもちこみ，(4) 花弁に側面から穴

をあけて吸蜜すること（盗蜜行動）による植物の種

子生産への悪影響である．その後の調査や研究によ

り，セイヨウオオマルハナバチは特に北海道で野外

での分布を広げており，また指摘された４つの悪影

響が実際に起こりつつあること，または起こりうる

ことがあきらかとなった ３）， ５）， ９） ～ 13）． これらを受

けて，2006 年 9 月，セイヨウオオマルハナバチは

特定外来生物に指定された５），12）．

　指定にともない，農業生産のためのセイヨウオオ

マルハナバチの飼養・保管・運搬などにあたっては

国への届出が義務づけられることとなった．飼養に

際して具体的には，施設の開口部にすき間なく網を

張り，使用後は確実に殺虫して野外への逸出を防ぐ
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ことなどが求められている．適切な仕方で網の展帳

をおこなえば，施設からの逸出を有効に防止できる

ことが示されている 14）．

　しかしセイヨウオオマルハナバチは，特定外来生

物に指定されるまでに 10 年以上にわたって使用さ

れて来た経緯があり，野外での目撃の記録も長野県

を含む少なくとも 27 の都道府県におよんでいる９）．

一方長野県は，日本列島の本州以南では在来のマル

ハナバチの多様性が最も高く，セイヨウオオマルハ

ナバチの生息に適した環境も少なくないと考えられ

ることから，セイヨウオオマルハナバチが野外で分

布を広げた場合の生態系への悪影響が特に深刻なも

のとなるおそれのある地域である３）．したがってセ

イヨウオオマルハナバチの野生化の有無に関するモ

ニタリングを継続しておこない，発見された場合に

は早急に防除などの対策をとる必要がある． その

際，地域の在来のハナバチ相を把握しておくことが

できれば，野生化が生じた場合の影響を推測・検証

する上で有用であろう．

　とはいえ長野県は地形が急峻な上に面積が広く，

県全域を網羅的にモニタリングすることは容易では

な い． そ こ で 本 研 究 で は， 長 野 県 内 で セ イ ヨ ウ オ

オマルハナバチの飼養の届出が国に提出されている

12 の地域の周辺で，セイヨウオオマルハナバチの

発見につとめるとともに，生息しているハナバチ類

の現況の調査をおこなった．また，過去にセイヨウ

オオマルハナバチが野外で発見されている 1 か所

でも同様の調査をおこなった．以下ではそれらの結

果を報告する．

2.　調査地と方法

　セイヨウオオマルハナバチの特定外来生物への指

定がおこなわれたあとの 2007 年から 2008 年にか

けて，国に対してセイヨウオオマルハナバチの飼養の

届出が出された 12 の地域で調査をおこなった（表１）．

これらの場所は長野県の東信・北信・中信・南信の

各地域にちらばっており，2008 年 5 月中旬までに

飼養の届出が出された長野県内のすべての地域を網

羅している．またこのほかに，2001 年にセイヨウ

オオマルハナバチの個体が発見された諏訪市上諏訪

の蓼の海公園 ９） でも調査をおこなった． 長野県内

ではこれ以外に，2002 年に飯田市美術博物館の敷

地で本種が発見されている 15）． しかし今回， この

位置をはさむ飯田市内の２か所（同市上郷および山

本）が調査地に含まれたため，この位置は調査地に

含めなかった．

　調査は営巣シーズンと考えられる 6 月から 9 月

のあいだにおこなった．2007 年 8 月までに飼養の

届 出 が 出 さ れ た 場 所 の 周 辺 で は， 2007 年 と 2008

年にそれぞれ少し時期をずらして調査を実施した．

ただしこのうち富士見町立沢では 2008 年にのみ調

査をおこなった．また 2008 年 5 月の時点で新しく

届出が確認された長野市篠ノ井および同市松代町

と，上記の諏訪市蓼の海では，2008 年に調査をお

こなった．

　それぞれの調査では，飼養の届出が出されている

場所から半径 1km 程度の範囲のなかを歩き， 訪花

しているハナバチ類をいくつかの地点（植物の各

群落）でそれぞれ 10 分から 20 分程度ずつ採集し，

花の種類を記録した．目視によってハナバチの種を

確認できたものは， 場合により記録のみにとどめ

た．なお表１でひとつの地名で表示した地域内に，

近接した複数の届出地点が含まれている場合があっ

た．その場合には，それぞれの届出地点の周辺をで

きるだけ均等に調査するようにつとめた．

　調査日はできるだけ晴天の日を選ぶようつとめ

た．しかしマルハナバチは曇天あるいは小雨程度の

天気でも活動するため， 調査の途中で天気が悪く

なった場合にも，雨が激しくなるまでは調査を継続

した．

　採集されたハナバチ類は個体ごとに種を同定し

た．また各調査地で確認されたハナバチ類の構成の

特徴を検討するため，確認されたハナバチの個体数

を調査時間 1 時間あたりに補正した個体数， 確認

された種数，Simpson の多様度指数 1-D， および確

認された種の構成を相互に比較した．目視のみで「多

数」として記録したものは，記録 1 件を 10 個体に

換算した．なお，Simpson の多様度指数 1-D(1-λと

表記されることもある ) は，次の式で計算される 16）．

1-D=1- Σ ni (ni-1)
N (N-1)

ni は i 番目の種の個体数，N は総個体数である．こ

の指数は 0 から 1 までの値をとり，多様度が高い，

すなわち種数が多くそれぞれの種の個体数が均衡し

ているほど値が１に近づく．

　

3.　結果

　調査したいずれの地域においても，野外に逸出し
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　　　表 1　セイヨウオオマルハナバチの飼養の届出または目撃記録＊のある長野県内の地域に
　　　　　　おけるハナバチ相の調査日・調査時刻・天気と調査時間の合計

調査地 調査日 調査時刻 天　気 調査時間
（分）

佐久市新子田
2007 年 8 月 21 日 11:00-12:30 晴

170
2008 年 6 月 13 日 11:30-12:50 晴のち曇

東御市和
2007 年 8 月 21 日 14:30-15:30 晴

125
2008 年 6 月 13 日 14:30-15:35 晴のち曇

長野市長沼付近

2007 年 8 月 23 日 14:30-15:10, 15:20-16:00 曇のち晴
1902008 年 7 月 4 日 11:30-12:20 晴

2008 年 7 月 29 日 10:25-11:25 晴

長野市篠ノ井 2008 年 7 月 2 日 15:00-15:50 快晴 50

長野市松代町 2008 年 7 月 2 日 16:45-17:40 快晴 55

松本市笹賀
2007 年 8 月 29 日 15:50-16:25 曇のち雨

110
2008 年 7 月 30 日 15:25-16:40 晴

諏訪市蓼の海公園 *
2008 年 6 月 24 日 17:20-17:40 晴

45
2008 年 8 月 1 日 13:30-13:55 晴

富士見町立沢 2008 年 8 月 1 日 10:25-11:05, 11:10-11:40, 11:45-12:10 晴 95

箕輪町中箕輪
2007 年 8 月 29 日 14:20-15:10 曇

180
2008 年 7 月 30 日 12:05-13:15, 13:25-14:10, 14:25-14:40 晴

駒ヶ根市赤穂
2007 年 8 月 29 日 11:50-13:05, 13:30-13:50 晴のち曇

170
2008 年 7 月 30 日 9:20-10:35 晴

豊丘村神稲
2007 年 9 月 3 日 10:00-11:30 晴

150
2008 年 6 月 18 日 11:30-12:30 晴

飯田市上郷
2007 年 9 月 3 日 12:20-13:10, 13:30-14:10 晴

160
2008 年 6 月 18 日 13:05-13:45, 13:55-14:25 晴のち曇

飯田市山本
2007 年 9 月 3 日 14:40-15:25 晴

90
2008 年 6 月 18 日 15:00-15:45 晴

　　＊： 目撃記録は保全生態学研究会９）による。

たセイヨウオオマルハナバチは確認されなかった．

それに対し他のハナバチ類は，いずれ地域でも何ら

かの種が確認された（表２）．　

　 全 体 で は， 在 来 の ハ ナ バ チ 類 21 種 と 養 蜂 に も

ち い ら れ て い る セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ (Apis mellifera )

の 計 22 種 が 確 認 さ れ た． 個 体 数 が 多 か っ た の

は， 多 い 順 に セ イ ヨ ウ ミ ツ バ チ， ニ ホ ン ミ ツ

バ チ (Apis cerana )， ト ラ マ ル ハ ナ バ チ (Bombus 
diversus diversus )， ハ イ イ ロ ヒ ゲ ナ ガ ハ ナ バ チ

(Eucera sociabilis )， オ オ マ ル ハ ナ バ チ (B. hypocrita 
hypocrita )，クロマルハナバチ (B. ignitus )，トモンハ

ナバチ (Anthidium septemspinosum) などであった．

　調査地別にみると，確認されたハナバチ類の構成

が場所ごとに大きく異なっていた（表２）．補正個

体数と種数がともに多かったのは，富士見町立沢・

諏 訪 市 蓼 の 海・ 箕 輪 町 中 箕 輪 な ど で あ っ た． 富 士

見町立沢では種数が 12 種と特に多く，多様度指数

(1-D) も豊丘村神稲とならんで高い値を示した。

　逆に補正個体数・種数がともに少なかったのは，

長野市松代町・松本市笹賀・飯田市上郷および同市

山本であった．なかでも飯田市上郷で確認されたの

はセイヨウミツバチ 1 種のみであった． 長野市長

沼付近と同市篠ノ井では，補正個体数が多かったも

のの種数が少なく，多様度指数 (1-D) も低い値を示

した．これらはセイヨウミツバチが多く記録された

結果であった．

　「長野県版レッドデータブック動物編」17） に掲載

されている種では，ホンシュウハイイロマルハナバ

チ (B. detuteronymus maruhanabachi , 絶滅危惧 II 類 )

が，富士見町立沢と東御市和で確認された．特に富

士見町立沢では 8 個体と数が多かった．

　各調査地で採集されたハナバチ類の種ごとの訪花

植物， 性別およびカースト別の個体数を付表に示

す．すべての調査地で，ムラサキツメクサ・シロツ

メクサ・ナヨクサフジのような自生の外来植物か，

またはアベリア・ヒマワリのような植栽された植物

が，訪花植物の大部分を占めていた．
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4.　考察

　今回の調査では，セイヨウオオマルハナバチは確

認されなかった．しかし対象地域・頻度ともに，今

回の調査は断片的なものである（表１）．筆者は今

回の調査とは別に，長野県内のハナバチ類の分布に

関する調査を 1996 年以来継続しておこなっている 18）．

この調査は今回の調査よりもかなり広い地域を対象

として含んでいる．しかしこのなかでも，セイヨウ

オオマルハナバチはこれまでのところ確認されてい

ない．一方今回の調査地は，いずれもこれまでの分

布調査の対象には含まれていなかった地点である．

これらの結果を考えあわせると，前述のように過去

に 2 件の目撃記録があるものの， 今のところ広域

の断片的な分布調査によるかぎり，長野県内の野外

でセイヨウオオマルハナバチが分布を拡大している

兆候はみいだせないといえそうである．

　しかし調査方法と問題の性質上，そうした分布拡

大が生じている可能性がないとはいいきれない．ま

た今後その可能性がないと判断することはさらにむ

ずかしい．本種は前述のように特定外来生物に指定

される以前にも十年以上にわたって使用されてきた

経緯がある．仮に隣接する県などで分布の拡大がす

でに生じている場合には，今後長野県内に分布を広

げる可能性も想定しうる．隣接する愛知県や群馬県

は，指定以前の時点で本種の流通量が全国的にみて

も大きい県であったことが知られている５）．

　特定外来生物への指定がおこなわれた現在，届出

がなされている施設は，開口部への網の展帳など，

逸出を防ぐための適正な方策がとられていると期待

することができる．しかしこの技術は確立されてか

ら十分に時間が経過したものとはいえず，不測の事

態が起こりえないものであるかどうかについて，な

お慎重な見極めが必要であろう．今後も国および各

施設などで適正な管理につとめるとともに，万一の

場合にそなえて周辺でのモニタリングを地域および

行政の協力のもとに継続しておこなうことが重要で

ある．

　今回それぞれの調査地で確認されたハナバチ類の

構成は，ハナバチ類にとっての各地域の生息環境の

特性をある程度反映したものと考えることができる

（表２）．全体にセイヨウミツバチなどミツバチ属が

多かったのは，調査地のほとんどが長野県内では比

較的標高が低く，圃場整備のなされた水田や栽培用

の施設などのみられる，土地の改変の進んだ農耕地

であったことに対応していると考えられる 18）． 長

野市・松本市・飯田市など，大規模な市街地に近い

場所で種数や多様度指数が低い値を示したことにそ

の傾向がよくあらわれているようにみえる．

　一方，絶滅危惧種のホンシュウハイイロマルハナ

バチが確認された富士見町立沢・東御市和，および

富士見町立沢に次いでハナバチ類の個体数・種数が

多かった諏訪市蓼の海・箕輪町中箕輪などには，ハ

ナバチ類にとって相対的に良好な環境が残されてい

るように思われる．このような場所では，セイヨウ

オオマルハナバチの野生化が進んだ場合に，在来の

ハナバチ類への影響がすぐに直接的なかたちであら

われる可能性もある．

　このような場所も含めて，今回の調査地では在来

のハナバチ類が訪れる花の多くが自生の外来植物か

植栽された植物であった（付表）．このことについ

ては，セイヨウオオマルハナバチの問題の有無にか

かわらず，地域固有の生物の多様性を保全・復元す

るという観点から，今後よりのぞましい姿を検討す

る余地があるのではないかと思われる．

　本研究は長野県環境保全研究所の「外来生物の現

状把握と対策の検討に関わる調査研究」の一環とし

ておこなった．
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